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情報教育に関する実態調査について 

 

１ 調査の概要 

  情報教育委員会では、愛媛県下の小・中学校の情報教育推進状況を把握するために次のような調

査を実施している。この調査は県下全小・中学校を対象とし、平成 7 年度より本年度まで継続して

行っている。デジタル処理のよさを生かし、正確かつ迅速な集計を目指しこれまで様々な工夫を行

ってきた。それは表計算ソフトを活用し集計のミスをなくすことや、インターネットおよび Web メ

ールを活用し迅速で正確な処理をするなどの工夫である。平成 13 年度より実施している愛媛県教育

研究協議会（以下愛教研）Web ページからのアンケートファイルのダウンロード、ES メールでのフ

ァイルの配布・回収等の連絡なども 12 年目を迎え、一層スムーズに処理を行うことができるように

なった。（ES メールは本年度よりセキュリティの強化の為、使い勝手に気をつけなくてはならなく

なっており来年度に向けての対応を考える必要が出ている。） 

以下、調査実施までの経過と集計結果の順で報告する。 

 
２ 調査方法に関する検討と研修会の実施 

(1) 調査項目の設定について 

   県下すべての学校に対して調査を行うため、事務局会、幹事会において昨年の調査項目を元に  

項目の検討を行った。本年度は、新たな OS や情報端末等が登場したり広まってきたりしている

こともあり、来年度以降に大幅な変更をすることとした。 

(2) 調査内容について 

基本データ学校基本情報、ネットワーク・ソフトウェア・周辺機器、コンピュータ整備、教職

員、愛教研 Web ページの利用の５項目について調査を行った。 

(3) アンケート実施の説明について 

本年度より年度当初に実施されている郡市教科等委員長会（本年度は 5 月 24 日：松山市立東

中学校）において集計の方法やアンケート調査の全体の流れ等を説明した。本年度は、例年通り

東・中・南予の代表者が中心に参加しており、参加していなかった一部の支部代表者には今回参

加した代表者やメールから知らせることとした。これは、支部代表者が集まる機会が限られてお

り、できる限り早い時期にアンケート実施についての説明が伝わるように配慮した結果である。

来年度からは、更に確実に伝える為にこの郡市教科等委員長会に支部代表者全員に参加していた

だくことが決定している。 
(4) コンピュータウィルス及びセキュリティ対策について 

過去の調査で、回収したデータがコンピュータウィルスに感染していたという問題が発生して

いる。この問題に対処するため、平成 12 年度より『情報教育に関する実態調査の協力のお願い』

の文書でコンピュータウィルスのチェックの啓発を行ってきた。また、平成 13 年度より ES メー

ルによるデータのやりとりでコンピュータ間のウィルス感染を防ぐようにしてきた。 

これにより、平成 14 年度以後のアンケート実施において

は各支部委員長から事務局に送られたアンケート集計ファ

イルにはコンピュータウィルスに感染しているファイルは

なかった。 

さらに平成 18 年度まで実施していた Web 入力での調査で

は、SSL を活用した暗号化通信を実施し、愛教研 Web ページ

からアンケート調査のリンクをクリックするとセキュリテ

ィ警告が出るように設定した。（平成 19 年度より、アンケ

ート結果のチェックをより正確にする目的で、Excel ファイ

ルを配布し回収する方法を取っている。）                       



３ アンケート用ファイルと調査依頼の配布 

  前記、郡市教科等委員長会及びメールにて支部代表者に対し、以下のファイルを配布した。 

○ 情報教育に関する実態調査協力依頼文書（Word 形式） 

○ 小・中学校情報教育に関するアンケート処理の依頼（Word 形式） 

アンケート調査に関する各種ファイル（Excel 形式）については、平成 15 年度より愛教研 Web

ページから各小・中学校でダウンロードするようにしている。おかげで順調に調査を進めること

ができた。（本年度も、アンケートの実施及び回収率は、100％であった。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜調査依頼文書＞ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ アンケート集計 

９月 28 日までに各支部委員長は、支部内の学校のアンケート結果を回収する。また、10 月９日

までに各支部委員長は支部集計を行い、Excel ファイルを ES メール（又は、支部委員長が指定する

メール）に添付し事務局に送付する。Excel がバージョンアップされたものを使用している学校が

増えてきており、以前のバージョンの Excel では開くことができない新拡張子（.xlsx）のファイル

で送ってきたことにより手間取った年度もあったが（従来は、.xls）、そのことを事前に委員長会

や文書で伝えたこともあり、今年度も混乱なく集計ができた。また、支部委員長から事務局に送ら

れてくるアンケート集計ファイルに、コンピュータウィルスに感染したファイルは一つもなく、支

部委員長のコンピュータウィルスに関する危機意識も向上し、コンピュータウィルス対策ソフトな

どによる対策も十分できてきたのではないかと考える。今後もさらにコンピュータウィルスに関す

る危機意識はしっかりともち続けなければならない。 

 
５ 考察及び今後の課題 

本年度も、複数の者がチェックできることを目的に ES メールを活用したアンケートの配布・回収

を実施した。事務局・支部委員長間でのファイルのやりとりは大変スムーズに行われ、さらなる事

務の効率化が図られている。（本年度も、締め切りに間に合わないデータがあり、集計作業に支障

があったことは残念である。）このように、アンケート調査に ES メールや Web ページなどを有効に

活用できると、容易にファイルのやりとりを行うことができ、教職員の事務処理の効率化が図られ

る。来年度以降も、本年度までと同様、愛教研 Web ページ及び ES メール（または支部委員長指定の

メール）を利用したアンケートの配布回収が中心になると考える。 

今年度も主な項目について過去３年間の推移を見ながら、考察をしていきたい。 

 

 

 

＜愛教研 Web ページによるアンケート集計ファイルのダウンロード画面＞ 



 (1)  ネットワーク・ソフトウェア・周辺機器 

設問・回答 H22 H23 H24 

Ｑ インターネットの接続速度はどれくらいですか？ 

ISDN 接続 3.1% 2.8% 2.2% 

ADSL 接続 7.8% 7.2% 7.6% 

CATV 回線接続 7.6% 10.4% 9.8% 

光回線接続 81.1% 79.0% 79.9% 

Ｑ 学校のホームページを公開していますか？ 

 83.1% 84.2% 89.7% 

Ｑ インターネット利用に関わるガイドラインがありますか？ 

 学校に教員用の利用規程やガイドラインがある 94.9% 95.2% 95.3% 

自分の学校の児童・生徒用の規定やガイドラインがある 68.2% 67.2% 65.8% 

ガイドラインは特に設定していない 4.4% 4.6% 4.0% 

Ｑ フィルタリングソフトを導入していますか？ 

導入している 94.4% 95.0% 97.5% 

Ｑ 本年度、学校のコンピュータがウィルス感染をしましたか？ 

感染した 4.7% 2.4% 2.0% 

Ｑ セキュリティ対策をしていますか？ 

ウィルス対策ソフト導入 98.4% 98.4% 98.4% 

Ｑ 個人情報保護に関するセキュリティーポリシーを作成済みですか？ 

作成済みである 95.6% 94.1% 92.6% 

約90％の小・中学校がブロードバンドに接続され、それらの学校では、授業等で児童生徒が

一斉にインターネットを検索したり閲覧したりしてもストレスが少なく、動画コンテンツなど

も円滑に利用できる状況と考える。これに対して、未だ10％の学校は遅い回線であり、授業等

での活用には速度面で支障があったり、授業時の教師の工夫が必要とされたりする状況が考え

られる。ブロードバンド回線を整備してインターネットを高速化し、授業等の情報源として一

層活用できるようにしていくべきである。ブロードバンド接続の活用により、ホームページや

動画の閲覧、TV会議システムの活用による学校間交流、遠隔学習等を期待したい。 

インターネットを使用するに当たり、利用規程やガイドラインは必要である。 4.0％の学校

で未整備であり、早急に設置する必要がある。また、児童・生徒用の規約やガイドラインの未

整備も問題である。これらは情報モラル教育にもつながる重要な項目と考えるため、整備を進

めていく必要があるであろう。３年間わずかずつではあるが、整備されている割合が減ってい

る。学校の統廃合や担当者の引き継ぎの不備などが考えられるが、大変重要なことであるので、

担当者を中心に、その学校の利用規定やガイドラインの状況についてしっかりと把握しておく

必要がある。 

ネットワークに接続する端末は、フィルタリングソフトの導入が必須であり、この３年間で

増えているとはいえ、 100％になっていないことは問題である。また、ウィルス対策ソフトの

導入も全端末必須と考え、これについても 100％になっていないことは問題である。また、対

策をしていてもウィルス感染する場合もあり、さらなる対策の強化が望まれる。近年、気にな

ることとして USBメモリを媒体としたウィルス感染も挙げられる。USBメモリを差し込んだだけ

でも感染する場合がある。情報漏えいの事故等が続発している現状を鑑みると、すべての学校

において、個人情報保護規定等のルールを定め、それに基づいて個人情報を厳正に取り扱って

いくことが必要である。 

    ホームページを公開する学校が90%近くになってきており、開かれた学校作りの一端を担って



いる。CMSを取り入れる学校も増えており、個々で容易にアップすることができるのでアップ頻

度も上がってくる事が予想される。それに伴い、写真のサイズや個人情報の取り扱いなどのル

ールを全職員に徹底する必要がある。 

 

(2)  コンピュータ等の整備 

設問・回答 H22 H23 H24 

Ｑ 児童生徒が主として使っているＯＳ名を教えて下さい。（一つだけ選択）  

WindowsXP 以前の Windows 0.7% 1.1% 1.6% 

  ＷｉｎｄｏｗｓＸｐ 55.3% 42.3% 33.1% 

  ＷｉｎｄｏｗｓVista 29.8% 31.2% 31.8% 

Windows７ 14.2% 25.4% 33.8% 

Ｑ 職員室ＬＡＮが整備されていますか？  

はい 97.3% 98.0% 99.1% 

Ｑ 校内ＬＡＮは整備されていますか？  

はい 85.8% 87.9% 89.0% 

Ｑ ICT 機器等の導入状況（設置台数）を教えてください。  

デジタルテレビ 3551 台 3637 台 3622 台 

電子黒板（ホワイトボード型） 333 台 366 台 376 台 

電子黒板（TV 型） 202 台 201 台 204 台 

電子黒板（ユニット型）※ホワイトボード等に張りつけて利用するタイプ 68 台 82 台 121 台 

Ｑ 電子黒板の設置場所を教えてください。  

各学級の教室 6.7% 6.1% 7.2% 

コンピュータ教室 14.2% 16.1% 13.4% 

視聴覚教室、ＬＬ教室 2.9% 4.3% 3.4% 

特別教室 38.7% 36.0% 38.7% 

電子黒板専用の教室 10.7% 11.7% 12.8% 

移動して使用 31.6% 37.3% 40.3% 

 

Windows７、Vista 、WindowsXP、の3種類のOSがほぼ同じ割合で使用されている。古いOSでは

動作が重かったり、新しいソフトウェアが動かなかったりする場合もある。そのため、計画的

に機器を更新していくことが望まれる。特にWindowsXPは、メーカーのサポートが切れる2014

年が迫ってきているので、来年度の更新の際には十分に検討する必要がある。 

教育の情報化の流れを受け、多くの教室にデジタルテレビが導入されている。また、多くの

学校に数台の電子黒板が導入されている。これらの機器を、一部の教員だけではなく、どの教

員でも扱えるようにして、日常的に活用したい。また、電子黒板においては、大型液晶テレビ

に後から取り付けることのできるタイプのものも開発されており、場所もとらないという種類

もある。よりよい環境を整備するためには、ソフト面、ハード面の両方の環境をよりよくし、

教室でのICT機器の活用を簡単に行えるよう配慮することが近道であると考える。 

 

(3)  教職員に関する内容 

設問・回答 H22 H23 H24 

Ｑ 今年度、コンピュータ等の機器を活用した授業をしましたか。 

実施した、または今後活用する予定がある。 76.2% 77.0% 81.0% 

活用する予定はない。 23.8% 23.0% 19.0% 



Q 前設問で、「実施した」「今後活用する予定がある」と回答した方は、その際に用いる機器を教えてくださ

い。 

コンピュータ 85.6% 86.9% 87.4% 

プロジェクタ 53.1% 52.7% 50.9% 

電子黒板 28.6% 30.8% 29.0% 

ビデオカメラ 21.2% 18.9% 19.9% 

デジタルカメラ 52.6% 50.5% 54.0% 

実物投影機 31.8% 34.4% 37.3% 

テレビ（モニタ含む） 54.5% 55.4% 53.4% 

ビデオ、DVD、ラジカセ 56.2% 54.9% 55.7% 

OHP 4.7% 3.6% 1.7% 

Q 過年度を含めて、これまでに電子黒板を活用したことがありますか。また、今後活用したいと思いますか。 

活用したことがある、または今後活用してみたいと思う。 70.8% 70.7% 73.5% 

活用したこともないし、活用する予定もない。 33.0% 29.3% 26.5% 

Q 前設問で、「活用したことがある」「今後活用してみたいと思う」と回答した方は、その際に一緒に用いる機

器を教えてください。 

スキャナ 28.0% 34.7% 35.5% 

デジタルカメラ 49.2% 58.6% 60.7% 

実物投影機 38.3% 47.3% 49.8% 

プリンタ 12.1% 14.7% 14.2% 

Q 電子黒板を活用した上で、あるいは、今後活用する上で、負担に感じていることは何ですか。   

電子黒板の設置、準備 47.8% 49.5% 53.7% 

電子黒板で使用するコンテンツなどの資料や教材の準備 55.5% 51.4% 52.2% 

電子黒板の操作法の習得 52.1% 46.7% 46.5% 

電子黒板を使用するための校内の調整 19.9% 18.5% 20.3% 

Q どれくらいの頻度で電子黒板を活用していますか。 

よく活用している。（月に 1 回以上） 11.2% 12.9% 14.8% 

たまに活用している。（年に数回） 22.4% 31.0% 35.2% 

 

ICT環境が整備されていくのに伴って、それらを活用する教職員も増えた。インターネット上

にあるデジタルコンテンツの質も量も充実してきており、それらを必要な時に必要なだけ授業

で活用する力がついてきている。しかし、充実してきている環境であっても、「活用する気が

ない」と答えた教職員が19％もいるのは大変残念である。このことは、環境を整えるだけでは

なくすぐに使える機器の設定や配置、分からないことへのサポート体制などの対策を強化して

いく必要性を感じた。 

    デジタルカメラや実物投影機などは、教育活動の中で活用しやすいのであろう。設置台数が

増えるに従い、活用頻度も意欲も増加している。 

     

(4) その他 

設問・回答 H22 H23 H24 

Ｑ 研修を受けるとしたらどのような内容を受けたいと思いますか？（１つだけ選択） 

表計算やデータベース等の校務における活用 16.2% 15.3% 17.5% 

ホームページの作成 7.1% 6.4% 6.4% 

デジカメやスキャナ等、周辺機器の活用 9.5% 8.7% 8.8% 



絵や音声・ビデオ等のマルチメディア教材やプレゼンテーションの作成 18.7% 19.5% 19.2% 

コンピュータを活用した、ビデオ等動画編集の方法 13.7% 15.0% 16.2% 

授業でのコンピュータ等の活用方法 21.7% 22.6% 23.9% 

情報モラル、セキュリティ等に関する理論研修 8.8% 9.0% 8.9% 

電子黒板の活用方法 26.7% 22.5% 22.7% 

その他 0.8% 0.6% 0.8% 

Ｑ あなたの学校で情報教育推進上諸問題があると感じられる内容はどれですか？ 

  今後の希望などをお聞かせください。  

研修の機会の確保、研修の充実など教職員研修に関して 27.1% 25.2% 24.7% 

専門的な知識をもつ人物の確保、支援員、ＴＴ教員など人的資源に関して 39.2% 36.1% 37.9% 

情報教育の推進、授業における活用、カリキュラムなどに関して 19.4% 17.7% 17.2% 

インターネット回線速度の格差、ＬＡＮの整備など 

通信ネットワーク・Ｗｅｂページ運用に関して 
10.5% 9.6% 11.0% 

コンピュータ不調･故障時の対応、 

サポートの充実などコンピュータの保守・修理に関して 
20.8% 20.6% 21.0% 

ＯＳの混在、台数･教室の不足、機器の充実など 

環境・導入機器・機種に関して 
16.6% 18.7% 20.2% 

活用できるソフトウェアの導入、ソフトウェアの使用方法など 

ソフトウェアに関して 
30.3% 27.8% 27.7% 

予算不足、予算算出時期、消耗品予算など予算措置に関して 22.1% 20.3% 20.1% 

その他 1.6% 1.6% 1.5% 

Ｑ 愛教研のＷｅｂページを見たことがありますか 

見たことがある 51.9% 53.9% 56.7% 

近年、多くの学校に電子黒板等が導入されたこともあり、電子黒板の活用、コンピュータを

使った授業に対する研修、教材作成の研修の希望が多い。授業でICT機器を有効に活用する方法

を知ることが、自身の授業力の向上につながると捉えて積極的に取り入れようとする意識が高

まったのであろう。 

これに対して、情報モラル・情報セキュリティに関しては、近年様々な面で問題が起こり、

各学校でも大きな課題となっている現状と比較して、研修の希望は極めて少ないという結果で

あった。これからの情報化社会の中で生活する上で、コンピュータを活用する能力は必要とさ

れる。児童生徒がトラブルを回避し、コンピュータを有効に活用するためには光と影を教える

情報モラル・情報セキュリティの教育は情報技術の教育と同様に重要である。そのことを、教

職員は切実に感じなければならない。さらなる啓発が必要である。 

また、今後さらなる教育の情報化を推進していく中で必要となるのが、専門家のサポートや

コンピュータの不具合や、ネット回線のトラブルなどに迅速に対応するシステムの強化である

と考える。教職員も児童生徒も安心して活用できる体制作りが、課題であろう。 

愛教研 Web ページに関して見たことがある教職員は、全体で 53.9％と、年々増加している

が、ようやく半数を超えたところである。各部会等の更新作業も行っており、今後も愛教研 Web

ページのコンテンツの充実とともに、さらに活用できる Web ページにしていくことの重要性も

増しているといえる。Web ページに情報が掲載されていることをそれぞれの部会からも積極的

に発信して、Web ページについて周知されていくとよいであろう。 

調査部ではこれらのアンケート結果をさらに検討し、今後の愛媛県の情報教育推進のために

活用していきたいと考える。 


